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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和3年4月15日(2021.4.15)

【公開番号】特開2020-180588(P2020-180588A)
【公開日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2019-84667(P2019-84667)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｄ  29/28     (2006.01)
   Ｆ０４Ｄ  29/30     (2006.01)
   Ｆ０４Ｄ  29/42     (2006.01)
   Ｆ０４Ｄ  29/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｄ   29/28     　　　Ｒ
   Ｆ０４Ｄ   29/30     　　　Ｃ
   Ｆ０４Ｄ   29/42     　　　Ｐ
   Ｆ０４Ｄ   29/08     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月2日(2021.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機（１０）の一部を構成し、ファン軸心（ＣＬ）まわりに回転することで該ファン
軸心の軸方向（Ｄａ）の一方側から空気を吸い込むと共に該吸い込んだ空気を径方向（Ｄ
ｒ）の外側へ吹き出す遠心ファンであって、
　前記ファン軸心まわりに配置され、翼前縁（１８１）を有する複数枚の翼（１８）と、
　空気が吸い込まれる吸気孔（２０ａ）が形成され、前記複数枚の翼に対して前記軸方向
の前記一方側に設けられ該複数枚の翼のそれぞれに連結された側板（２０）と、
　前記複数枚の翼のそれぞれに対し前記側板側とは反対側に連結された主板（２２）とを
備え、
　前記側板は、前記吸気孔を囲み前記ファン軸心を中心とした筒形状を成す上流筒部（２
０１）と、該上流筒部のうち前記軸方向の前記一方側とは反対側の他方側に設けられた端
部（２０１ｂ）から前記径方向の外側へ拡がるように形成された下流拡径部（２０２）と
を有し、
　前記上流筒部は、前記径方向の内側を向いて前記吸気孔に面する筒内面（２０１ｃ）を
有し、
　前記翼前縁の表面は、前記翼の相互間の空気流れ方向における上流側へ向かって凸状に
なる凸状面（１８１ａ）で構成され、
　前記翼前縁は前記筒内面に接続し、前記翼の板厚が表われる翼断面における前記凸状面
の頂点（１８１ｄ）が前記翼前縁に沿って連なることで形成され線状に延びる翼前縁先端
（１８１ｂ）と、前記凸状面と前記翼の側面（１８５）との境目位置（１８１ｅ）を示し
前記翼前縁先端に沿って線状に延びる凸状面終端（１８１ｃ）とを有し、
　前記軸方向における前記上流筒部の前記一方側の端位置（Ｐｔ）で前記筒内面上の位置
になる第１位置（Ｐ１）の前記ファン軸心を中心とした直径をΦａとし、前記翼前縁先端
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が前記筒内面に接続する第２位置（Ｐ２）の前記ファン軸心を中心とした直径をΦｂとし
、前記凸状面終端が前記筒内面に接続する第３位置（Ｐ３）の前記ファン軸心を中心とし
た直径をΦｃとした場合、前記Φａと前記Φｂと前記Φｃは「Φａ≧Φｂ≧Φｃ」の関係
になり、
　前記筒内面は、該筒内面の法線が前記径方向の内側ほど前記軸方向の前記一方側に位置
する傾斜線または前記ファン軸心に対し垂直な線になる向きで、前記筒内面の全長にわた
って形成され、
　前記側板は、前記筒内面に対し前記軸方向の前記他方側に設けられ該筒内面から延伸す
る他方側連結面（２０２ａ、２０２ｂ）を有し、
　該他方側連結面は、前記ファン軸心に対し垂直な向きよりは前記軸方向の前記他方側に
向いており、
　前記筒内面と前記他方側連結面とが接続する第４位置（Ｐ４）の前記ファン軸心を中心
とした直径をΦｄとした場合、前記Φｃと前記Φｄは「Φｃ≧Φｄ」の関係になり、
　前記凸状面終端は、前記第４位置よりも前記軸方向の前記一方側で前記筒内面に接続し
ており、
　前記凸状面終端上において前記軸方向では前記第４位置と同一位置になる第５位置（Ｐ
５）は、前記第４位置に対して前記径方向に離れている、遠心ファン。
【請求項２】
　請求項１に記載の遠心ファン（１６）と、
　前記軸方向において前記遠心ファンの前記一方側に配置され前記遠心ファンへ吸い込ま
れる空気が通過する吸入口（１２１ａ）が形成され、非回転部材に含まれる吸入部（１２
１ｂ）とを備え、
　前記吸入部は、前記径方向の内側を向いて前記吸入口に面する吸入部内面（１２１ｃ）
を有し、
　前記第５位置の前記ファン軸心を中心とした直径をΦｇとし、前記軸方向における前記
吸入部内面の前記他方側の先端（１２１ｄ）が有する直径をΦｉとした場合、前記Φｇと
前記Φｉは「Φｇ＞Φｉ」の関係になる、送風機。
【請求項３】
　請求項１に記載の遠心ファン（１６）と、
　前記軸方向において前記遠心ファンの前記一方側に配置され前記遠心ファンへ吸い込ま
れる空気が通過する吸入口（１２１ａ）が形成され、非回転部材に含まれる吸入部（１２
１ｂ）とを備え、
　前記吸入部は、前記径方向の内側を向いて前記吸入口に面する吸入部内面（１２１ｃ）
を有し、前記上流筒部に対する前記軸方向の前記一方側から該上流筒部の内側に入り込む
ように形成され、
　前記軸方向における前記吸入部内面の前記他方側の先端（１２１ｄ）は、前記軸方向に
おいて前記第１位置と前記第２位置との間に位置している、送風機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の遠心ファンは、
　送風機（１０）の一部を構成し、ファン軸心（ＣＬ）まわりに回転することでファン軸
心の軸方向（Ｄａ）の一方側から空気を吸い込むと共にその吸い込んだ空気を径方向（Ｄ
ｒ）の外側へ吹き出す遠心ファンであって、
　ファン軸心まわりに配置され、翼前縁（１８１）を有する複数枚の翼（１８）と、
　空気が吸い込まれる吸気孔（２０ａ）が形成され、複数枚の翼に対して上記軸方向の一
方側に設けられその複数枚の翼のそれぞれに連結された側板（２０）と、
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　複数枚の翼のそれぞれに対し側板側とは反対側に連結された主板（２２）とを備え、
　側板は、吸気孔を囲みファン軸心を中心とした筒形状を成す上流筒部（２０１）と、そ
の上流筒部のうち上記軸方向の一方側とは反対側の他方側に設けられた端部（２０１ｂ）
から上記径方向の外側へ拡がるように形成された下流拡径部（２０２）とを有し、
　上流筒部は、上記径方向の内側を向いて吸気孔に面する筒内面（２０１ｃ）を有し、
　翼前縁の表面は、翼の相互間の空気流れ方向における上流側へ向かって凸状になる凸状
面（１８１ａ）で構成され、
　翼前縁は筒内面に接続し、翼の板厚が表われる翼断面における凸状面の頂点（１８１ｄ
）が翼前縁に沿って連なることで形成され線状に延びる翼前縁先端（１８１ｂ）と、凸状
面と翼の側面（１８５）との境目位置（１８１ｅ）を示し翼前縁先端に沿って線状に延び
る凸状面終端（１８１ｃ）とを有し、
　上記軸方向における上流筒部の一方側の端位置（Ｐｔ）で筒内面上の位置になる第１位
置（Ｐ１）のファン軸心を中心とした直径をΦａとし、翼前縁先端が筒内面に接続する第
２位置（Ｐ２）のファン軸心を中心とした直径をΦｂとし、凸状面終端が筒内面に接続す
る第３位置（Ｐ３）のファン軸心を中心とした直径をΦｃとした場合、ΦａとΦｂとΦｃ
は「Φａ≧Φｂ≧Φｃ」の関係になり、
　筒内面は、その筒内面の法線が径方向の内側ほど軸方向の一方側に位置する傾斜線また
はファン軸心に対し垂直な線になる向きで、筒内面の全長にわたって形成され、
　側板は、筒内面に対し軸方向の他方側に設けられその筒内面から延伸する他方側連結面
（２０２ａ、２０２ｂ）を有し、
　その他方側連結面は、ファン軸心に対し垂直な向きよりは軸方向の他方側に向いており
、
　筒内面と他方側連結面とが接続する第４位置（Ｐ４）のファン軸心を中心とした直径を
Φｄとした場合、ΦｃとΦｄは「Φｃ≧Φｄ」の関係になり、
　凸状面終端は、第４位置よりも軸方向の一方側で筒内面に接続しており、
　凸状面終端上において軸方向では第４位置と同一位置になる第５位置（Ｐ５）は、第４
位置に対して径方向に離れている。
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